
 

 

 

 

 

 

 

 

 
4/7（金）の始業式から子どもたちが学校に登校したのは 20 日足らず。その 20日間の間に

どれだけ子どもたちの輝く、素敵な瞬間があったかを振り返るひとつの具体があります。私

が持ち歩いているデジカメの写真の枚数です。「３０３枚」ありました。もちろん、そこに

写っているすべてがそれではありません。ただ、日々の学校生活の中で思わずシャッターを

切りたくなった瞬間がたくさんあったことは紛れもない事実です。 

そして、私がシャッターを切ることができなくても、言葉で伝わってくる幸せな出来事、

学校にわざわざお電話をいただく、そんなうれしい出来事が 2回もありました。 

ひとつめは、長年手作りぞうきんの製作でお世話になっております「たんぽぽクラブ」の

方から「製作している部屋にやってきて『いつもありがとうございます。』と声をかけてく

れたお子さんがいて、あまりにうれしくてお電話させていただきました。」という喜びのお

電話。もうひとつは、ある会社から「そちらの学校のお子さんがうちの社員の社員証が拾っ

てくださったおかげで無事本人に戻ってきました。本当にありがとうございます。」という

お礼のお電話でした。ひとつめは、感謝を伝えるために行動、ふたつめはもしかしたら当た

り前の行動なのかもしれません。でもどちらも小さな行動を起こしたことで、こんなに人を

幸せな気持ちにさせるんだという、素敵なエピソードでした。そしてこうして学校だよりで

皆様にお伝えできること、これもまた「幸せ」です。ありがたいことです。 

 

22日には参観日があり、たくさんの保護者の皆様にご来校いただきました。学級集会、Ｐ

ＴＡ総会と続き、家庭教育学級の講演会も実施されました。「ほめる達人が伝える“ほめる”

と“成長”の関係について」という演題で国政武史さんにご講演いただきました。国政さん

からは講演終了後、「松ヶ丘の皆さんはほんとに心が暖かく、お話を聞いていただく姿勢が

素晴らしく、お伝えする側として、とても嬉しく楽しく、時間があっという間に経ちました」

と連絡がありました。 

そして、さらに「有難い」と思った瞬間は、講演会後の PTA 係連絡会です。朝からずっと

学校にいらっしゃる方、一旦ご自宅に戻って再度来校された方など様々だったでしょう、講

演会終了が少し伸びてしまって申し訳なかったのですが、体育館入口前でお待ちいただき、

終了後はすぐに役員さんが準備されていたそれぞれの場所で粛々と会が進んでいる…その

雰囲気に、月並みな言葉で恐縮ですが、心から「すごいなぁ」と思いました。 

この素晴らしい子どもたち、保護者・地域のみなさまと学校・職員が一体となって、さら

に「幸せな松ヶ丘」を目指し、日々を大切に過ごしていきたいと思います。どうかよろしく

お願いいたします。 

松が丘小学校 
学校だより 
令和５年 ５月号  

学 校 教 育 目 標 

夢にむかって共に生きる児童の育成 

～学びあい たすけあい きたえあう子～

ア 

 

 
〈八景中校区のめざす子ども像〉“人も自分も”・“学校もふるさとも”大切にできる子 



 

 

ＰＴＡパトロール☆ 

日 曜 学校行事 給食 日 曜 学校行事 給食 

１ 月 なかよし遠足(1,2年) ○ 17 水 職員定時退勤日 〇 

２ 火  ○ 18 木 尿検査 2次 歯科健診  

耳鼻科健診(1.3.5年) SC 
〇 

３ 水 憲法記念日  19 金 交通安全教室（4,6年）  〇 

４ 木 みどりの日 
 

20 

 

土  
 

５ 金 こどもの日  21 日   

６ 土 校区防犯 地域部会  22 月  〇 

７ 日   23 火  〇 

８ 月 全校朝会 運動会練習開始 ○ 24 水 運動会打ち合わせ  

職員定時退勤日 

〇  

９ 火 クラブ決め  〇 25 

☆ 

木  〇 

10 水 尿検査 2次 たんぽぽ わらべ 

松小委員会  職員定時退勤日 

〇 26 

 

金 運動会準備 〇 

11 

☆ 

木 PTA運営委員会 
〇 

27 土 運動会 
 

12 

 

金 聴力検査（1,2年） 
〇 

28 日 運動会予備日 
 

13 土   29 月 振替休業日  

14 日   30 火 プール掃除  〇 

15 月 児童朝会 聴力検査(3,5年)

安全点検の日 
〇 

31 水 クラブ活動① 

 職員定時退勤日 

〇 

16 火 学校地域運営協議会  〇     

定時退勤日に関する三田市ホームページの情報   【教職員の勤務時間 ８：１５～１６：４５】 

 三田市ＨＰ https://www.city.sanda.lg.jp/kyouiku_soumu/kinmujikan.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６月の主な行事】  

１日（木）5年田植え体験   

２日（金）1年生をむかえる会 

５日（月）全校朝会 

７日（水）たんぽぽ 松小委員会 

８日（木）火災避難訓練 

        

                 

１２日（月）児童朝会 

１３日（火）5時間授業 

プールびらき 

１４日（水）わらべ  

２０日（火）地域部会②  

２３日（金）参観日・学級集会 

  ２９日（水）クラブ② 家庭教育学級 

  

                 
4月 22日（土）の PTA総会では、学校長あいさつの後、担当より「いじめ対応について」

お話させていただきましたその内容について別紙を御覧いただきご確認をよろしくお願い

いたします。 

いじめ問題は、「いじめは絶対に許さない」「いじめは決して見逃さない」と私たち大

人が強く決意し、社会すべてで取り組むべき問題です。本校でも職員一丸となって取り組

んでおります。保護者・地域の皆様もどうかお力添えよろしくお願いいたします。 

市内小学校一斉研修会のため、

14：00 下校となります。 

https://www.city.sanda.lg.jp/kyouiku_soumu/kinmujikan.html


 

【別紙】 

 

（前略）… 

本日は、松が丘小学校における「いじめ対応」についてお話させていただ

きます。 

まず、みなさんは、いじめの定義についてご存知でしょうか。 

いじめとは「一定の人間関係のあるものから、心理的・物理的な攻撃を受

けたことにより、肉体的・精神的な苦痛を感じているもの」となっていま

す。この定義から考えると、与えた方の意思とは関係なしに、与えられた方

が、苦痛と感じた時点で「いじめ」であると認定されます。 

 

学校現場でよくあるのが、与えた方の「軽いノリだった」「冗談のつもり

だった」という言い分です。確かにその言い分に偽りはないと思うのです

が、先ほどの定義によると、与えた方の意思に関係なく、その行為によって

相手が苦痛を伴えば、それは「いじめ」だとなります。 

 これは、松が丘小学校だけに限ったことではなく、学校という場におい

て、いつでもどこでも起こりうることだと考えています。つまり、「いじめ

を０」にするのではなく、「いじめの見逃しを０」にするという考えのも

と、私たちは日々教育活動を行っているわけです。 

 

 我々、松が丘小学校の教職員は、こういったいじめの定義を正しく理解

し、共通理解を図りながら、「いじめ見逃し０」に対して組織的に取り組ん

でいます。 

 具体的には、保護者のみなさんや地域住民のみなさんが、「学校いじめ防

止基本方針」の内容を理解しやすいようにホームページにて公表したり、学

校だよりなどを通じて日々の様子をお伝えしたりすることを心がけていま

す。 

 また、先ほども申し上げましたが、学校が「学校いじめ対応チーム」を組

織し、取り組んでいくことで、「多くの先生があなたのことを見守っている

んだよ」という安心感を児童に与えるということも大切にしています。 

 対応については「複数」対応を原則としており、丁寧に事実確認を複数の

目で行うようにしています。そういった活動が、「いじめの早期発見」「早

期対応や抑止」につながっていくと考えています。 

 

もし、保護者のみなさんにおかれましても、少しでもお子さんに異変を感

じたり、不安に思ったりすることがございましたら、学校の方に連絡いただ

ければと思います。教職員が一丸となり、子どもたちのために全力で対応に

あたっていきたいと考えております。 


